
伝笑鳩～～～～第 i2号～～～～～～～～～
i990  今月の一笑 イラクのクウェート侵攻に驚き且つ怒りて
9 月        詠める  一一―

老イラクの身は静かにフセインと

言ったは嘘でアラ、ブったまげ

(野本浩一)

新聞の効果は絶大です。 8月 21日 (火)の日経新聞夕刊で当会が紹介されたのですが

早速に十数人の方から手紙が届き、自作を同封されたり例会に参加したいので連絡を下さ

いという問い合わせがありました。新しい仲間が増えると思います。楽しみです。

まずは、その中のひとり神戸市東灘区/山本敏雄さんからの花博の観博記です。

●ポインセチアのコンパニオン、シンピデュームなほほえみにコチョウランかねと誘わ

れて、あラフレシアと炎天下、 2時間並んで足腰ばらバラ、頭はポピー.腹ベコニア

でもレストランどこも狭くてマンゴスチン、その上値段はハイビスカス、アジサイよ

ければ我漫をするが、マスデクーリャくひどいもの、めたメタセコイヤとシャクヤク

の種bスイレンの的のパビリオン全部まわって友達にドラモンディと言いたいが、サ

ボテンじゃないけれど38度の暑さでは、ニチニチソウもがんばれぬ。もうあカンナ

とシオンして、早めに会場サルスベリ。

別名は山本関西だそうです。本人の手紙にそうありました。

はなせるひとが多い関西。今回も勉強になりました。

そこで問題。花博で紹介される花の数はどれくらいか。 (答え :花百)

もうひとりはご本人曰く生粋の薩摩人の桑畑隆征さんですが、現在は東京勤務とのこと

ですから、例会に参加して頂けそうです。手紙の中から一部紹介します。

● 000NHKド ラマ「翔ぶ力滋口く」で無骨なさつま人像が放映されていますが、本来
「さつま人」はユーモアのある人種です。日常の会話の中にもエスプリが利き、特に

お年をめした方の話はなにげないユーモアがみられます。よく「おはぎ」などを作っ

てお隣さんへお裾分けの場面で「あまり砂糖がききませんが・・・」と云う社交辞令

を申しますが、さつまでは「琉球が遠いですけれども」と云います。つまり昔から琉

球 (現沖約 は砂糖の生産国だったわけで、このいいまわしになったものです。 ・・

勤務先はMBC南日本放送だそうです。ほう、そうか。
アナウンサー失言集を披露していただけるとか。期待してよさそう、ですより

今回のお手紙でも問い合わせがありましたが、当会は主婦の方の参加も大歓迎です。参

加の方の話を聞きに来て頂くだけでも構いませんので、お気軽に立ち寄って下さい。

外国で一人だったら、自然に外国語をマスターするように、皆さんの懇談を聞いたら、

自然に洒落やジョークを覚えるというものです。

お待ち申し上げます。
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先月登場の熊本市/松野信夫さんからの手紙は切手のカンパと同時にイラクヘの忠告で
あります。熊さん、八さんの会話です。

●熊「イラクがクウェートに侵攻したらしいね。オマーン、この話シリア?」

ノ`「イラクという国はひどいね。経済告1裁で、日本はアラブからのアプラはイランと

いうことで来なくなる、ということだよ」

賞資「第3次石油ショックで、照明節約になっていつもヨルダンということにならない

といいけどね」

八「そんな突拍子もない話にはダマスカスなよ。でも、いつまでイラクはクウェート

にイスラエルんだろうか。許せないね」

賞ヨ「厳しくサダムし、フセインを正してほしいね」

松野さんは弁護士なのですが、今回はイラク立腹のご様子です。サダム oフセインの弁

護士ません、というところなのでしょうね。

実は、 8月の例会でもイラクを含む中東諸国の洒落力ヽ 謝垣になりました。作者は南家司

馬楽こと矢柴成雄さんです。その中からいくつかを笑介します。

●イラクは紛争が終われば日本で製薬業にのり出すとのこと。製品は胃腸薬で商標は「

胃楽」CMは “『胃楽』を飲めば楽だっど (バグダッド)"
シリアは日本企業を買収するそうだ。ぢ薬の久屋大黒堂らしい。買収後の社名変更は

「尻屋」 ―― こらっ! 人をダマスカスな。
ヨルダンはスナックをやりたいそうだ。売るのはアンマン。

イエメンはホームメードの麺類を売る「家麺」。

レバノンは焼き鳥屋をやっているがレバーだけはない。タン、ハツ、ズリ、ツクネ

アリマス レバーノン。
アラブ首長国連邦は呉服屋さんに和装小物を納入する由。アプ足曳

最後にやってきたエジプト、何もすることがないので「わしゃ、国ヘカイロ」

人種的偏見は一切ありません。念の為。 (注.司馬楽)

神山楠朝こと神山徹さんの新シリーズは『如是我聞』です。

●A社の本部長が全員を集めて
「これからは、組織の枠にこだわらない柔軟な思考が大切だ。今日から、全員、さん

付けで呼ぶことにしよう」

と呼びかけたところ、それまで「部長」「課長」と呼んでいたのを、その日から、皆
「部長さん」「課長さん」と呼ぶようになった。

そんなものなのかも知れません。

『如是我聞』は暫く続きます。楽しみにお待ち下さい。例会ではどっさり聞けますよ。

最後になりましたが、切手のカンパを早速に実行して頂きました皆様に御礼申し上げま

して、今月の伝笑鳩を飛ばさせて貰うこととします。       (変 集 :野本浩一)
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